
す
ぎ

や
ま

ま
さ

あ
き

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

杉

山

正

明

専
攻
学
科
目

東
洋
史
学

生
年
月
日

昭
和
二
七
年
三
月
一
日

略

歴

昭
和
四
九
年

三
月

京
都
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業

同

五
一
年

三
月

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同

五
四
年

四
月

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
手

同

六
三
年

四
月

京
都
女
子
大
学
文
学
部
講
師

平
成

元
年

四
月

京
都
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

同

四
年

四
月

京
都
大
学
文
学
部
助
教
授

同

七
年
一
二
月

京
都
大
学
文
学
部
教
授

同

八
年

四
月

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同

一
八
年
一
一
月

博
士
（
文
学
）

三



博
士
（
文
学
）
杉
山
正
明
氏
の
『
モ
ン
ゴ
ル
帝

国
と
大
元
ウ
ル
ス
』
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

本
書
（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
二
月
刊
）
は
、
一
三
〜
一
四

世
紀
に
超
広
域
国
家
と
し
て
出
現
し
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
推
移
に
つ
い
て
、
東

西
の
各
地
域
に
遺
存
す
る
本
源
史
料
群
を
総
合
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従

来
不
鮮
明
で
あ
っ
た
歴
史
過
程
の
要
所
を
復
原
す
る
こ
と
に
成
功
し
、「
モ
ン

ゴ
ル
時
代
史
」
研
究
の
顕
著
な
前
進
に
貢
献
し
た
労
作
で
あ
る
。

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
は
、
そ
の
広
領
域
性
と
分
封
の
政
治
体
制
の
た
め
に
、
統
合

か
つ
集
約
的
な
歴
史
記
述
が
伝
世
し
て
い
な
い
。
ゆ
え
に
全
体
史
を
再
構
成
す

る
に
は
、
各
地
域
で
編
ま
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
語
、
ウ
イ
グ
ル
語
、
漢
語
、
ペ
ル
シ

ア
語
、
テ
ィ
ベ
ッ
ト
語
な
ど
の
東
西
の
本
源
史
料
群
を
対
照
・
校
訂
し
つ
つ
前

進
す
る
と
い
う
独
自
の
史
料
学
の
樹
立
が
求
め
ら
れ
る
。
著
者
は
こ
の
研
究
法

を
提
唱
し
た
故
本
田
実
信
氏
の
学
統
を
継
承
推
進
し
、
叙
述
の
周
悉
と
総
合
的

な
妥
当
性
に
お
い
て
相
対
的
に
ま
さ
る
ペ
ル
シ
ア
語
史
料
群
と
、
次
善
の
漢
文

史
料
群
と
の
対
校
を
基
軸
に
用
い
つ
つ
、
総
合
叙
述
に
向
け
た
確
た
る
土
台
を

築
く
こ
と
に
全
力
を
傾
け
た
。
四
部
か
ら
成
る
本
書
は
、
二
〇
余
年
に
わ
た
っ

て
著
し
た
学
術
論
文
の
集
大
成
で
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
の
研
究
に
飛
躍
を

も
た
ら
す
、
重
要
か
つ
基
礎
的
な
学
術
的
貢
献
を
果
た
し
て
い
る
。

第
一
部
「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
原
像
と
変
容
」
は
、
帝
国
の
政
治
軍
事
構
造
の

洞
察
で
あ
る
。
チ
ン
ギ
ス
の
即
位
時
に
お
け
る
、
そ
の
諸
弟
・
諸
子
に
対
す
る

各
自
《
本
領
》
の
分
封
と
そ
の
地
理
配
置
（
左
翼
・
中
央
・
右
翼
）
が
、
帝
国

の
政
治
軍
事
組
織
を
律
す
る
原
理
構
造
と
な
り
、
以
後
の
領
土
拡
張
の
戦
略
と

も
表
裏
す
る
と
い
う
創
見
を
、
ペ
ル
シ
ア
語
の
『
集
史
』
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
『
元

朝
秘
史
』、
漢
語
の
『
元
史
』
の
徹
底
し
た
対
校
を
通
じ
て
導
い
て
い
る
。
こ

の
構
造
は
や
が
て
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
ほ
か
旧
西
夏
、
金
、
南
宋
領
を
直
轄
し

た
「
大
元
ウ
ル
スY

eke
M

ongγ
ol

ulus

」
を
宗
家
と
し
て
、
諸
子
系
、
西
北

の
「
ジ
ョ
チ
・
ウ
ル
ス
」、
西
南
の
「
フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
」、
中
央
ア
ジ
ア
の

「
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ウ
ル
ス
」
を
連
結
す
る
ゆ
る
い
連
邦
に
変
容
す
る
が
、
著
者

は
そ
の
契
機
を
、
ク
ビ
ラ
イ
の
即
位
（
一
二
六
〇
）
前
後
の
、
宗
家
大
カ
ン
位

を
め
ぐ
る
継
承
戦
争
に
求
め
、
漢
籍
に
語
ら
れ
ざ
る
部
分
を
『
集
史
』
な
ど
ペ

ル
シ
ア
語
史
書
に
よ
っ
て
充
た
し
つ
つ
、
右
翼
諸
子
よ
り
も
纏
ま
り
を
保
っ
た

左
翼
の
諸
弟
系
勢
力
と
の
連
盟
が
、
ク
ビ
ラ
イ
の
宗
家
襲
封
を
決
定
づ
け
た
経

緯
を
明
証
し
て
い
る
。

第
二
部
「
大
元
ウ
ル
ス
の
首
都
と
諸
王
領
」
は
、
ク
ビ
ラ
イ
治
下
の
宗
家
「
大

元
ウ
ル
ス
」
の
統
治
方
式
の
考
察
で
あ
る
。
ま
ず
、
牧
地
間
の
季
節
移
動
と
い

う
原
理
に
相
即
し
た
、
上
都
（
夏
都
）・
大
都
（
冬
都
）
の
二
都
か
ら
成
る
首

都
圏
の
構
築
が
、
宗
家
の
領
土
統
治
に
お
い
て
枢
軸
の
役
を
帯
び
た
こ
と
を
克

二
〇



明
に
論
証
し
た
。
つ
い
で
統
治
方
式
の
具
体
相
を
解
く
鍵
と
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル

高
原
の
《
本
領
》
と
旧
漢
地
内
の
《
投
下
（
所
領
）》
と
の
関
係
性
に
着
目
し

て
、
山
東
省
内
に
残
る
一
碑
文
に
刻
さ
れ
た
政
令
文
を
考
証
し
、
こ
れ
が
チ
ン

ギ
ス
の
次
弟
カ
サ
ル
王
家
の
裔
、
斉
王
（
山
東
の
王
）
バ
ブ
シ
ャ
の
政
令
を
録

し
て
い
る
こ
と
を
つ
き
と
め
、
東
西
史
料
を
駆
使
し
て
考
察
を
広
げ
、
左
翼
カ

サ
ル
家
の
《
本
領
》
と
山
東
に
あ
る
《
投
下
》
領
と
を
結
ぶ
統
治
の
具
体
相
の

復
原
に
成
功
し
た
。

第
三
部
「
大
元
ウ
ル
ス
と
中
央
ア
ジ
ア
」
は
、「
大
元
ウ
ル
ス
」
と
諸
子
系

勢
力
と
の
関
係
史
の
復
原
で
あ
る
。
未
知
の
空
白
が
多
い
「
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ウ

ル
ス
」
は
、
北
隣
す
る
「
オ
ゴ
デ
ィ
・
ウ
ル
ス
」
の
カ
イ
ド
ウ
が
宗
家
に
反
抗

し
た
際
に
加
担
し
、
の
ち
に
宗
家
に
来
投
帰
附
し
て
、
�
王
（
甘
粛
の
王
）
を

授
封
さ
れ
た
。
明
が
興
る
と
、
攻
撃
を
受
け
て
哈
密
に
拠
っ
て
明
朝
に
藩
属
し
、

こ
の
事
情
の
た
め
に
漢
籍
で
は
全
体
史
が
辿
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
一
五
世
紀
初

の
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
の
欽
定
王
統
史
『
ム
ー
イ
ッ
ズ
ル
・
ア
ン
サ
ー
ブ
』
が
、
チ

ャ
ガ
タ
イ
家
の
裔
孫
チ
ュ
ベ
イ
の
王
統
を
掲
げ
、
甘
粛
の
�
王
家
、
敦
煌
の
西

寧
王
家
（
明
代
沙
州
衛
の
系
統
）、
哈
密
の
威
武
西
寧
王
家
に
分
枝
す
る
一
族

六
世
代
に
わ
た
る
系
統
図
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
こ
れ
を
復
原
考
察
の

軸
と
し
、
ペ
ル
シ
ア
語
史
料
、
漢
文
の
史
書
・
碑
文
を
併
用
し
て
考
察
し
つ
つ
、

明
代
の
哈
密
チ
ャ
ガ
タ
イ
王
家
の
淵
源
を
元
代
に
遡
っ
て
再
現
し
、
こ
の
王
家

が
す
で
に
元
代
に
お
い
て
東
西
に
分
極
す
る
形
勢
に
あ
っ
た
こ
と
を
究
明
し

た
。第

四
部
「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
を
め
ぐ
る
文
献
学
研
究
へ
の
道
―
―
命
令
文
・
碑

刻
・
系
譜
・
刊
本
・
写
本
」
は
、
主
と
し
て
著
者
の
手
で
開
拓
し
て
有
用
性
を

立
証
し
た
、
本
源
史
料
群
に
つ
い
て
の
詳
考
で
あ
る
。
碑
刻
等
に
録
さ
れ
、
一

六
範
疇
か
ら
成
る
〈
命
令
文
〉
、
な
か
ん
ず
く
蒙
漢
対
訳
の
そ
れ
を
中
心
に
、
文

体
の
形
式
、
特
質
を
解
析
し
た
ほ
か
、
儒
者
官
人
高
智
耀
の
漢
文
伝
記
を
〈
命

令
文
〉
と
照
合
し
、
ま
た
コ
デ
ン
（
オ
ゴ
デ
イ
次
子
）
が
発
し
た
〈
命
令
文
〉

碑
刻
を
解
析
し
、
さ
ら
に
コ
デ
ン
家
の
王
統
譜
を
東
西
史
料
に
よ
っ
て
対
校
し

て
、
こ
れ
ら
の
史
料
群
が
高
い
本
源
的
な
価
値
を
備
え
る
こ
と
を
立
証
し
て
い

る
。本

書
は
、
多
種
・
多
言
語
で
成
る
本
源
史
料
が
広
く
東
西
に
分
布
し
遺
存
す

る
状
況
を
ふ
ま
え
、
こ
れ
ら
を
横
断
的
に
動
員
・
照
合
し
て
確
た
る
史
料
学
を

樹
立
す
る
と
い
う
難
事
業
に
挑
み
、
ペ
ル
シ
ア
語
の
史
書
・
王
統
譜
、
漢
文
の

碑
刻
・
命
令
文
等
を
駆
使
す
る
斬
新
な
研
究
手
法
に
よ
っ
て
、
不
詳
で
あ
っ
た

重
要
な
歴
史
経
緯
を
多
方
面
に
解
明
し
た
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
功
績
は
顕
著

で
あ
り
、
学
士
院
賞
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

主
要
な
著
書
・
論
文

Ⅰ
�
著
書

『
耶
律
楚
材
と
そ
の
時
代
』
白
帝
社
、
平
成
八
年
七
月

『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
大
元
ウ
ル
ス
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
平
成
一
六
年
二
月

二
一



Ⅱ
�
共
著

『
明
清
時
代
の
政
治
と
社
会
』「
ふ
た
つ
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
」
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
研
究
班
報
告
書
、
昭
和
五
八
年
三
月

『
中
国
近
世
の
都
市
と
文
化
』「
ク
ビ
ラ
イ
と
大
都
」
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

研
究
班
報
告
書
、
昭
和
五
九
年
三
月

『
清
朝
治
下
の
民
族
問
題
と
国
際
関
係
』「
西
夏
人
儒
者
高
智
耀
の
実
像
」
京
都
大

学
人
文
科
学
研
究
所
研
究
班
報
告
書
、
平
成
三
年
三
月

『
宋
元
時
代
史
の
基
本
問
題
』「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
研
究
の
現
状
と
課
題
」
汲
古
書

院
、
平
成
八
年
七
月

『
世
界
歴
史
大
系
・
中
国
史
３
』（
愛
宕
元
、
梅
原
郁
氏
等
と
共
同
執
筆
）
山
川
出

版
社
、
平
成
九
年
七
月

Ⅲ
�
論
文

「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
原
像
―
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
一
族
分
封
を
め
ぐ
っ
て
」『
東
洋

史
研
究
』
三
七
巻
一
号
、
昭
和
五
三
年
六
月

「
�
王
チ
ュ
ベ
イ
と
そ
の
系
譜
―
元
明
史
料
と
『
ム
イ
ッ
ズ
ル
ー
ア
ン
サ
ー
ブ
』
の

比
較
を
通
じ
て
」『
史
林
』
六
五
巻
一
号
、
昭
和
五
七
年
一
月

「
ク
ビ
ラ
イ
政
権
と
東
方
三
王
家
―
鄂
州
の
役
前
後
再
論
」『
東
方
学
報
』
五
四

冊
、
昭
和
五
七
年
三
月

「
西
暦
一
三
一
四
年
前
後
大
元
ウ
ル
ス
西
境
を
め
ぐ
る
小
札
記
」『
西
南
ア
ジ
ア
研

究
』
二
七
号
、
昭
和
六
二
年
九
月

「T
he

‘phags−
pa

M
ongolian

inscription
of

the
B

uyantu−
qaran’

s
edict

in

＾

Y
uanshi

xian

元
氏
県,

belonging
to

C
’aqa

an−
balaqasun

」,Z
inbun,

no.
22.

1987.

「
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
ヌ
ー
ル＝

オ
ス
マ
ニ
イ
エ
所
蔵no.3721

ペ
ル
シ
ア
語
古

写
本
」『
史
窓
』
四
六
号
、
平
成
元
年
三
月

「
草
堂
寺
闊
端
太
子
令
旨
碑
の
訳
注
」『
史
窓
』
四
七
号
、
平
成
二
年
三
月

「
元
代
蒙
漢
合
璧
命
令
文
の
研
究
（
一
）」『
内
陸
ア
ジ
ア
言
語
の
研
究
』
Ⅴ
号
、

平
成
二
年
三
月

「
元
代
蒙
漢
合
璧
命
令
文
の
研
究
（
二
）」『
内
陸
ア
ジ
ア
言
語
の
研
究
』
Ⅵ
号
、

平
成
三
年
三
月

「
東
西
文
献
に
よ
る
コ
デ
ン
王
家
の
系
譜
」『
史
窓
』
四
八
号
、
平
成
三
年
三
月

「
日
本
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
研
究
」『
中
国
史
学
』一
号
、
平
成
三
年
一
〇
月

「
八
不
沙
大
王
の
令
旨
碑
よ
り
」『
東
洋
史
研
究
』
五
二
巻
三
号
、
平
成
五
年
一
二
月

「
大
元
ウ
ル
ス
の
三
大
王
国
―
カ
イ
シ
ャ
ン
の
奪
権
と
そ
の
前
後
―
（
上
）」
『
京

都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
三
四
号
、
平
成
七
年
三
月

「N
ew

D
evelopm

ents
in

M
ongol

Studies
:

A
B

rief
and

Selective
O

verview

」

JournalofSung−
Y

uan
Studies,

26.1996.

「
日
本
に
お
け
る
遼
金
元
時
代
史
研
究
」『
中
国
―
―
社
会
と
文
化
』
一
二
号
、
平

成
九
年
六
月

二
二




